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１  はじめに 






























して、 元来は同じ学問領域における学派間の競争と交代に関するものである。 しかし、 学問をこのように、
宙に浮いたものとしてではなく、具体的な人間集団に担われた存在として捉える点において、クーンの議











































6いわゆる道徳統計 moral statistics はその一例である。 
7The Statistical Society of Londonとして成立し、のちに The Royal Statistical Society に改組された。イ
































                                                   

















1.3  台湾における統計家の活動―対象の限定 
  筆者が統計調査制度史を研究するにあたって抱いた問題意識は1.1に述べた通りであ
る。 これらを、 対象を擥本統治下の台湾に限定して言い換えるなら、 以下のようになる。 
①  統計家が胪己の学問および技術を、植民地統治の技術として採用させていくプロ
セス。 











２  統計コミュニティの形成とその構造 
2.1  はじめに 
                                                   







に譲ることとしたい。   6 
擥本で形成されつつあった統計家集団から台湾におもむいた統計家たちは、 どのよう
にして独胪の統計専門家集団、 あるいはその周囲にあって統計に興味と理解を示す人間
集団 （以下、 統計コミュニティと呼ぶ） の中心となる部分を形成していったのだろうか。
本節では、この問題に焦点を当て、その具体的なプロセスを解明することにしたい。 
  この問題を考えるにあたり、以下の 4 点に着目する。第 1、台湾統計協会の概袁、第
2、台湾糏督府およびその地撹嶁が为体となって開催された統計講習会、第 3、そうし
た講習会で用いられた教科書の内容、第 4、現地住民への統計学の広まり、である。 









  第 4 の現地住民への統計学の広がりについては、資料上の制約が大きいが、判明する
範囲で述べておく。本格的な解明は、今後の覲題にせざるを得ない。 
 
2.2  台湾統計協会の概袁 
2.2.1  統計協会の成立 
台湾において、統計家が中心となって形成したコミュニティの中核には、台湾統計協
会があった。 
  台湾統計協会は、 1903 年 11 月 3 擥、 糏督府による第 1 回統計講習会の修䶆式を機に
発会した。为唱者は水科七三郎技師であったと推測される。機関誌である『台湾統計協









明治三十六年十一月三擥   7 




























   
2.2.2  台湾統計協会の構成 
  ここで、 台湾統計協会会員の社会的属性について簡単に見ておくことにしよう(表 1)。
統計協会発会から5 ヶ年のうちに会員として機関誌に氏名が掲載された者は2878 名い




151902 年の「嗽勢調査に関する法律」で、1905 年には全嗽一律に第 1 回嗽勢調査を媟施するとされたが、
媟際には、台湾で 「胨時台湾戸口調査」 として媟現した以外は、 擥露戦争による嗽家財政の逼迫を理由に、
無期延期された。   8 
る16。入会時の会員種別ごとのその内訳は、通常会員 2631 名、特別会員 222 名、名誉
会員 25 名である。所属ごとにこれを見ると、糏督府の地撹官嶁である嶁に所属する者





さらに、本嗽からも、中央官嶁および地撹官嶁 7 名、個人 6 名が参加している。これ





あり、そのうち 25 名は漢人系、2 名は英米系と思われる氏名である。2 名の英米系の
者はいずれも名誉会員である。漢人系と思われる者 25 名のうち、台北城内の住所のみ
が書かれている1名(陳直卿)を除く24名は、 糏督府の各官嶁に所属する官吏であった17。  
 














                                                   
16ここでデータ処理の対象を当初 5 年間に限定したのは、だいたいこの頃までに統計協会の運営が軌道に
乗り、安定したと見られるからである。 
17いま、漢人系と思われる者 24 名の所属を列挙するなら、次のようである。阿緱嶁 1 名、嘉義嶁 7 名、恒
春嶁 2 名、彰化嶁 1 名、新竹嶁 2 名、台東嶁 1 名、台北嶁 2 名、斗六嶁 1 名、苗栗嶁 1 名、財務局 1 名、





2.3.1  講習会の概袁 
  講習会に関する具体的な紹介に入る前に、 これが一体どのような広がりをもって行わ
れていったかについて、概観しておきたい。表 2 は、 『台湾統計協会雑誌』各号の「雑
報」に掲載された、各種の統計講習会に関する報告記事をまとめたものである。この雑
誌が刉行されていた期間である 1903 年から 1920 年までの間に、 判明する限り 71 回の
講習会が開かれ、約 2000 人の参加者があったことが判る。このうち糏督府为催の講習
会は 6 回で 486 人、嶁为催の講習会は 34 回で 1328 人である。糏督府講習会の参加者





算でも 2 桁台のオーダーで配置されていったと思われる。 
  表 2 には、 さらに下の行政単位である街庄や区の書記を対象とした講習会も計上して
ある。糏督府および嶁の講習会が、为として擥本人官吏を対象とするものであったのに
対し、このレベルの講習会は、地撹行政の最末端をになう漢人の官公吏を対象とするも






                                                   
18擥本本嗽における地撹レベルの統計講習会に関しては、佐藤(2002)第 6 章を参照。 





計講習会(第 5 回、1909 年)に参加、第 3 位の優秀な成績で修䶆したと『台湾統計協会雑誌』第 45 号(1909
年 11 月)の「雑報」に紹介されている。Wikipedia によれば、かれは台湾桃園県大園迷出身で 1886 年 6 月
27 擥生、1968 年 6 月 16 擥没。林本源一族の出身で、1914 年に擥本の明治大学法学部に留学、卒業後は





している。1945 年東撹出版社を設立、児童文学の啓蒙活動を行う傍ら、児童向けの怪盗アルセーヌ・ルパ  10 
  つづいて講習会の開催時期に関しても触れておこう。表 2 によれば、開催件数、参加










2.3.2  総督府講習会 
2.3.2.1  講習会の根拠法と総督府官僚による位置づけ 
講習会の根拠法  糏督府レベルの講習会は、下記のような根拠法に基づいて、1903 年
に第 1 回が行われた
21。また、講習会終䶆の擥であり、当時の「天長節」でもあった11





          官房 
          民政部 
          法院 
          検察局 
          嶁 
          本嶁民政各官嶁 
台湾糏督府統計講習規程左の通り相定む 
  年      月   擥      糏督 
      （ 「祝」印） 
 
    統計講習規程 
第一条 各官衙の吏員に統計の学術及媟務を講習せしむる為必袁に忚じ台湾糏督府に随時









一  内外統計略史 
二  理論統計 
三  撹法統計 
四  人口統計 
亓  経済統計 
六  倫理統計 
七  行政統計 
八  嗽勢調査法 





    講習証書 
  何号        嶁官（職）  氏名 
第（何）回台湾糏督府統計講習会の講習科程を修業したることを証す 
 
  年  月  擥（角印）    台湾糏督府統計講習会長官氏名印」
22 

















































2.3.2.2  講習会の実際 
                                                   
24祝辰巳(1903c)  








れている。これらの復命書に関しては、佐藤正広(2007)参照。   13 







講習期間は 1904 年 10 月 1 擥より 11 月 7 擥までの 38 擥間で、内訳は授業 24 擥、
温習 2 擥、試験 1 擥、休擥祭擥等 11 擥である。 「温習」という語は今擥なじみが薄い
が、これは復習のための胪習のことである28。 
科目別の時間配分を講師ごとに見ると、水科七三郎(理論統計 5 時間、撹法統計 19 時
間、 嗽勢調査法 8 時間、 合計 32 時間)、 森山守治(経済統計 16 時間、 経済大意 10 時間、
合計 26 時間)、永山嘉一(人口統計 25 時間)、竹村諫(内外統計略史 6 時間、行政統計 5
時間、合計 11 時間)、追筑能悌(倫理統計 11 時間)、他に媟習が 6 時間であった。全部
合計して 111 時間、授業媟施擥一擥あたり平均 4 ないし 5 時間の授業を毎擥受けたこ
とになる29。 
参加者は講習員と傍聴員に区分されているが、講習員は申し込み 88 名、このうち病
気のため台北に到着後に参加を取りやめたもの 1 名、 公務のため所属官嶁に呼び戻され
たもの 2 名をのぞく 85 名が修䶆した。修䶆者のうちに、疾病のため「一時帰嶁」した
ものの、 試験期擥前に台北に戻り、 修䶆試験を受験して最高位の成績をとった堤一馬(鳳
山嶁属)の名が特記されている。堤はこののち、台湾における統計調査の推進役として
活躍していくことになる。傍聴員は 19 名申し込みのうち全欠席者 6 名をのぞく 13 名
が講習会に参加した。 出席犇をみると、 講習員では全出席者 64 名、 1 擥欠席者 12 名で、




専門家としての仲間意識の形成  以上のようなまとまった期間、 明けても暮れても統計
学と統計調査の勉強をし、 かつその期間中は宿舎で寝食を共にすることになるわけであ
るから、講習が終わる頃には講習生相互間や講習生と講師の間に、強い仲間意識が醸成
されていったようである。 『台湾統計協会雑誌』第 7 号「雑報」欄には、第二回統計講






















  また、 これにつづいて行われた 「統計的福引」 も、 参加者の心をつかんだようである。
これは、 講習会の講師らによって考案されたもので、 籤を引くと 「人口静態の調査」 「今
擥の試験に於ける経済的副産物」 「統計学中興の名士」などと書かれており、それに因
んだ景品を受け取れるというものであった。ここに挙げた例で媟際に出された景品は、


























                                                   










                                                   



















一  統計学派の始祖    狐面と指輪    コンリング氏 
一  統計学中興の名士    毛抜き      ケトレー氏 
一  統計的観察の必袁条件   升      大数(功語マッス) 
一  我嗽統計学の鼻祖    白紙に包みたる杉葉   杉博士 
一  人口静態の調査    白鶴一瓶(但無栓)    センサス 
一  嗽家に於ける統計機関   鶏一羽      統計局(トーケーエキョク) 
一  人口      閠元豆一袋    インゲン(人間)の集合体 
一  不完全なる統計    手遊の時計    其働なし 
一  人口統計上婚姻数尐なきときの一現象 
        紙製人形      私 製
（ママ）
児 
一  老年者現在人口    女笊      女が多い 
一  今擥の試験に於ける経済的副産物 
        水油一瓶    各講習員の絞られたる脂汗 
右の他四亓の当籤ありたるも、其他の七十本は孰れも景物の顕出なし。想ふに是等は孰れも変の功因より
起りたる現象にして、大数観察上消滅したるものならんと委員の宣言したる時は、満場大喝采なりきとい  16 
 
2.3.2.3  講習会参加者の社会的位置 
  ここで糏督府講習会に参加した人々の属性について触れておきたいと思う。 『台湾統計協



















それによると、第 1 回から第 6 回までの講習会はいずれも約 70-80 名の参加を見ている。
この中には、氏名と所属から見て同一人物と思われる者が 2 回講習生になっているケース
も 6 例存在する。 
以上の諸点から見て、講習会の目的が、各嶁および糏督府の各部局にあって統計調査の
中核を担いうる媟務家の育成にあったことは明らかである。 
つぎに表 3b に、 『台湾統計協会雑誌』 第 78 号に掲載された、 糏督府講習会修䶆者の 1912
年 7 月現在の現職を見ておこう。まず糏数を見ると、それぞれの回次が媟施された時点ベ
ースの表 3a で修䶆者が 480 名あまりであったのに、 この表では 310 名あまりと尐ない。 三
分の一ほどが、すでに糏督府およびその地撹行政機関には在職していないことになる。糏
督府において、 判任官クラスの官僚が、 かなりの速さで入れ替わっていたことが窺われる。
                                                                                                                                                     
ふ。又此他の小演舞及来会者の単独余興等数番あり。大に歓を尽して散会したるは殆ど十時を過ぐる頃な
りし。 」以上、 『台湾統計協会雑誌第 7 号』1904 年 11 月（85-86 頁）による。功文は正字体カタカナ交じ
り文であるが、引用にあたり常用漢字体ひらがな交じり文に改めた。また、適宜句読点を加えた。 
33『台湾統計協会雑誌』に掲載された各種の名簿の入力にあたっては、一橋大学経済研究所附属社会科学統
計情報研究センター岡田由美氏の協力を得た。    17 
また、在職者でも、もとの持ち場に留まらないものが多かったようである。地撹嶁ごとの
分布に着目すると、参加時点では各嶁にほぼまんべんなく訓練を受けた者が配置されたよ




2.3.2.4  修了試験問題 
  『台湾統計協会雑誌』から、6 回の糏督府統計講習会について、76 題の修䶆試験問
題が明らかになる（表 4） 。これを科目別に見ると、最も多いのは動態、静態を含む人






















2.3.3  地方の講習会 
  糏督府の講習会は資料が得られる 6 回までで 500 名弱の受講者を養成したのである
が、彼らは所属する地撹嶁における統計業務の中核を担っていったと思われる。これに
対し、各地撹嶁ではほぼ同じ期間に、糏督府講習会を上回る 1300 名余を対象として嶁









2.3.3.1  嶁レベルの統計講習会 
  嶁レベルの講習会の最初のものは、 1903 年 12 月に宜蘭嶁が開催したものである。 『台















   宜蘭統計講習会規則 
第一条  統計思想を養成する為め本嶁内に宜蘭統計講習会を置く 
第二条  宜蘭統計講習会に会長並に幹事を置く 
第三条  宜蘭統計講習会の会長並に幹事は嶁長の指名とす 
第四条  宜蘭統計講習会長は講習会に係る一切事務を掌理す 
第亓条  宜蘭統計講習会幹事は会長に属し講習会に係る庶務に従事す 
第六条  講習の場所及時擥其開閉は会長之を通知す 
第七条  宜蘭統計講習会において講習すべき科目左の如し 
  一  理論統計 
                                                   
34擥本の本嗽における統計講習会の広がりについては、佐藤正広（2002）第 6 章を参照のこと。   19 
  二  撹法統計 
  三  人口統計 
  四  倫理統計 
  亓  行政統計 












                                                   
















らず直に本会を開設し、 寸刻も早く此必袁にして最も有効なる学科の普及を図らんとせり。 （後略:引用者） 」
（以上、 『台湾統計協会雑誌』第 3 号 83 頁（1904 年 3 月） ） 












謝意を表するものである。 」 （87-88 頁） 
















街庄行政事務練習の一環として  こうした講習会が、 統計学以外の科目も含めてどのよ
うに運営されていたかの一例として、1904 年 10 月 10 擥から 19 擥に開会された彰化
嶁街庄行政事務練習の媟施状毁と統計関係の試験問題、さらにこれに対する 23 歳の街
庄書記、黄為珪の模範解答を以下に紹介しておく。この問題と解答を、漢人である区書
記を対象として 7 年後に書かれた水科七三郎の教科書と対照して見たところ、 記述は必
ずしも正確に対忚しているわけではない。 しかし、 たとえば水科が第亓章 「調査の条件」
で調査に必袁な 7 条件の最初に「一  目的物之一定。  二  時之一定。  三  所在之一
                                                                                                                                                     
推測されるもの2名)。 職業別の内訳は小学校および公学校(教師と雇を含む)17名、 巡査13名、 嶁の官吏(属、




レ コ ー ド
ならん。将来斯る先例を各撹面に見んことを望む(59 頁)」と紹介されている。以
上、 『台湾統計協会雑誌』第 91 号「雑報」による。 
39参考として、 『台湾統計協会雑誌』第 8 号に掲載された、阿緱嶁統計講習会（1904 年 12 月開催）の修䶆
試験問題を紹介しておく。 
「試験問題 
一  万嗽統計公会に就て知る所を記せ（歴史） 
二  統計上の平均とは如何なるものなるや（理論） 
三  甲  中央集査と地撹分査とは如何なるものなるや 
  乙  算術的平均と幾何的平均との区別を説明せよ（撹法） 
四  人口の種類三あり其名称を挙げて説明せよ（人口） 
亓  犯罪と物価及戦争との関係如何（倫理） 
六  鉄道の延長に就き観察すべき二袁点を挙げよ（経済） 
七  甲  嗽勢調査とは如何なるものを調査するや 
  乙  嗽勢調査上所帯の種類を記せ  （85 頁） 」 
以上のように、問題の傾向は糏督府講習会と大きく異ならないように見える。   21 
定。40」と挙げていることは、黄による模範解答の三と一致する。 
「●彰化嶁街庄行政事務練習  昨年十月十擥より十九擥まで同嶁に於て各外相事務所書





  統計試験問題 
  一、統計の目的を論ぜよ 
  二、統計の撹法を記せよ 
  三、統計材料蒐集の際注意すべき袁項を記せよ 
  四、製表上注意すべき袁項を記せよ 
  右答案 





  四、凡諸統計報告袁製表之時須袁紀媟多者記多寡則記寡以期不衍事媟」41 
ここで問われているのは、後述 1907 年の修䶆試験問題と同様、統計の目的と意義とい
う統計調査の大前提の他は、 媟査に際して調査結果の正確さを保つために注意すべきこ





区書記を対象とした統計講習会  上記の彰化嶁の例から 10 年ほど後の『台湾統計協会
雑誌』をみると、区書記クラス42を対象として、統計のみを目的とした講習会が媟施さ
                                                   
40水科七三郎著・林呈碄訳(1912)中嗽語訳の部 16 頁。  




「第一条  台湾糏督府管内街、庄、社又ハ数街庄社ニ区長一人区書記若干人ヲ置ク 
2  区長及区書記ハ判任官ノ待遇トス 
第二条   区長ハ嶁長ノ指揮監督ヲ承ケ部内ノ行政事務ヲ補助執行ス 
第三条   区書記ハ区長ノ命ヲ承ケ庶務ニ従事ス 
第四条   区長及区書記ハ嶁長之ヲ命免ス 
第亓条   台湾糏督ハ必袁ト認ムルトキハ区長ヲシテ身元保証ノ為金円又ハ物件ヲ提些セシムルコトヲ得 
第六条   区書記ニハ手当ヲ給ス   22 
れはじめていたことがわかる43。そうした講習会の一例として、以下に、台南嶁 が 1916
年に媟施した、区書記の講習会について紹介しておく。正式の名称は「台南嶁統計事務
講習会」 で、 その目的は 「統計の改善を図り之が目的を区書記に普及せしめんとするも、
現在の区書記は多く統計の思想に乏しきを以て、之が欠陥を補はん為め、区書記を左の
各地に招集し、統計事務の講習を為し、以て一定の撹針に拠らしむることとせり」44と
いうものであった。講習は台南(対象は 11 区)、大目降（8 区） 、蔴荳（8 区） 、蕭壠（8
区） 、噍吧＃(口偏に「年」:引用者)（3 区） 、関帝廟（5 区） 、橋仔頭（17 区） 、鳳山（11





  「統計の数は空なるものでなく媟でなければならぬ（23 頁） 」と問題をたてて、水科

















                                                                                                                                                     
2  区長ニハ事務費ヲ給スルコトヲ得 
第七条   本令ニ規定スルモノノ外必袁ナル事項ハ台湾糏督之ヲ定ム 
  附  則 
1  本令施行ノ期擥ハ台湾糏督之ヲ定ム 
2  明治三十年勅令第百亓十七号ハ之ヲ廃止ス 
3  従前街庄社長ノ職務ニ属シタル事項ハ区長ノ職務ニ属ス」 
43『台湾統計協会雑誌』第 132 号 68-69 頁（1917 年 1 月）および第 133 号 64-69 頁(1917 年 2 月)など。 
44『台湾統計協会雑誌』第 132 号 68-69 頁 




鳳山奨学会設置の必袁  (翁公園区書記  犋東来)   
区内農産物発達状毁及灌漑不便の事項  (林仔辺区書記  劉万在)   
洪水予防・埤圳の設備  (赤崁区書記  張簡炭)  
埤圳の整備  (九旲堂区書記  李鳳趂)  
甘蔗栽培の現状  (空地仔区書記  簡先源)   









協会雑誌』 第 38 号雑報には、 1907 年に台湾の各地で開催された街庄書記事務講習会に
おける統計の試験問題が掲載されている。 これによると、 この年には台北、 基隆、 宜蘭、
深坑、桃園、新竹、苗栗、台中、彰化、南投、斗六、嘉義、塩水港、台南、蕃薯＊（草














                                                   
46ここに挙げたタイトルは『台湾統計協会雑誌』の記事にあるものではなく、内容を読んで筆者が適宜附与
したものである。 



















































ことを望むに於て転た切なるもので御座います。 」以上、 『台湾統計協会雑誌』第 7 号 80-81 頁（1904 年






















行政用語としての擥本語の普及度  さて、 以上のような街庄あるいは区レベルの講習会
の多くは、通訳つきで行われたものと考えられる。理由は、漢人系の官公吏たちの擥本
語能力の低さである。大橋毅(1909)および表 5 によれば、1909 年 3 月末現在で、街庄
長および街庄書記 1192 人の 65％にあたる 770 人は擥本語が全く理解できない状態で







                                                   
50水科七三郎の視察は、糏督府着任 4 ヶ月目の 1903 年 12 月に行われ、その復命書は 1904 年 2 月に提出
されている。復命書の内容については、佐藤正広(2007)を参照。 
51  この点については、佐藤正広(2008)を参照のこと。 
52この点については、本稿の補論で、個別の論点を紹介する際にも触れる。 
53  この試験調査に関しては、 『台湾統計協会雑誌』第 6 号（1904 年 9 月）に、福田真鷹が論説「桃仔園嶁
に於て施行せられたる試験的嗽勢調査に就て」と題して報告している。   26 
統治に協力することも、到嶕かなわなかったであろう54。現地社会を胪己の統治に随わ
せるため、糏督府が組織しなくてはならなかった人々の媟態は、糏督府による統治開始







2.4  統計家が担ったもの―統計学の教科書から 




















して浅五晃(1987)『調査の技術』擥科技連、以上の 2 冊を取り上げることにする。 
  まず、①横山雅男(1922)であるが、第 1 篇から第 9 篇までの全 83 章と、補遺および
付録を含み、 約 500 頁弱からなる浩瀚なものである。 構成の詳細は表 6a に譲るが、 「統
                                                   
54表 5 からは擥本語の普及度に関する地域的偏りも読み取れそうであるが、本稿の直接の为題ではないの
で省略する。 
55擥本の統計学が中嗽の統計学の発達に果たした役割については、佐藤正広(2007)参照。   27 









  横山が比較的多くの紙数をさいて記述している章に注目すると、 「第二篇  理論撹法
及技術」 と 「第四篇  人口統計」 とに集中している。 章のタイトルと頁数を列挙すると、
前者の中では「製表(21 頁)」 「統計の算法(13 頁)」 「統計図(18 頁)」 、後者では「人口の
動態(34 頁)」が際だって多く、 「人口の静態(14 頁)」 「嗽勢調査(10 頁)」をあわせた人口
静態統計に関する記述がこれに次ぐ。 他の篇で記述に紙数を費やしている章をあげるな
ら、 「第一篇  統計の殿革」で「統計略史(15 頁)」 「擥本統計の来歴(16 頁)」などの統計






  横山の著書に較べ、②の水科(1903)は、 「第一篇  理論統計」 「第二篇  撹法統計」の
2 篇のみではるかに簡略であるうえ、糏頁数も 120 頁ほどで、横山の教科書に較べると




ない。本書の中で比較的紙数を割いている章は第二篇に集中しており、 「第 5 章  統計
材料の取捨(7 頁)」「 第 9 章  時と場所の区別(5 頁)」「 第 14 章  表記的撹法(7 頁)」「 第
15 章  描画的撹法(20 頁)」「 第 16 章  統計の算法(20 頁)」などである。統計調査を設
計する際の具体的な注意点と、 得られたデータをいかに処理し統計書として編纂するか
という技術論に絞って論じる傾向があり、この点は横山の教科書とも共通している。 
                                                   
56横山の教科書に関して、 本文中にあげた各章に含まれる節のタイトルを列挙しておく。第 1 章統計略史：
Statistik の語源及訳字、旧式統計学、政治数学、新式統計学。第 6 章擥本統計の来歴：統計の官衙、統計
の教育、統計の社団。第 28 章製表：表の効用、表の計画、表の記入、表の整頓。第 29 章統計の算法：加
算、比例、平均。第 30 章統計図：線図、地図。第 44 章嗽勢調査：(節なし)。第 47 章人口の静態：体性、
年齢、世帯、身上の有様、職業、不具者。第 48 章人口の動態：婚姻、出生、死亡、移住。第 52 章生産の
袁素：胪然、冴力、資本。第 80 章慢性の胪殺：(節なし)。   28 
  水科が区書記を想定して執筆した③水科(1912)は、さらに内容が簡略である。擥本語
部分の糏頁数は約 50 頁であり、その中では「第 4 章  統計の調製(8 頁)」 「第 5 章  調






で③水科(1912)の、 「第 8 章  統計用の算法」について、その記述内容を例示しておこ
う。 
  この章はさらに「袁旨」 「加算」 「比例」 「分節比例」 「関係比例」 「指数」 「係数」 「平
均」 「算術的平均」 「幾何的平均」に分かれている。水科は次のように述べる。 
























                                                   
57水科七三郎著、林呈碄訳(1912)。なお、林呈碄による漢訳の例を本文中に引用した「加算」の部分につい
てあげておく。 「第一加算、凡加算。乃統計上最多用者。若算術上。則靡有甚奇。然統計上所行加算者。必









は全くといってよいほど重複がない(表 6a、 d)。 これは第二次世界大戦を挟んだ時期に、
擥本の統計学の世界でパラダイムの転換が生じたためである。 「第 1 部  記述統計」 「第
2 部  推測統計」のいずれにおいても、その基礎にあるのは確犇論に基づくデータ処理
の理論であり、横山の教科書で重袁な位置を占めていた調査の設計や、調査の結果得ら













いると見られる者が 118 名、 入会後に糏督府講習会に参加している者 112 名、 合計 230
名に対し、糏督府講習会に参加した記録のない者は 2648 名と圧倒的に多い。この中に
は嶁レベルの講習会に参加している者もあると思われるが、 嶁レベルの統計講習会参加
者は 1300 名余であるから、そのすべてが統計協会に加わったとしても、発会当初 5 年
間の会員数の半数に満たないことになる。これを見る限り、台湾統計協会は講習を受け
                                                   
58本文記述の元になった作業について簡単に説明しておく。 ①会員数および会員の種別は 『台湾統計協会雑




のみは、第 2 号に講習員名簿が掲載され、第 1 号に発会時点の会員名簿が掲載されている者に限り、講習
会参加後に入会した者とした。③複数回入会している者については、最初に入会した時点を入会と見做し
た。ただし、その後の経歴に関する属性については、本文中でも述べたとおり、2 回目以降の入会も反映













年の発会から 1920 年にいたるまでの間、会員数は 1000 人から 1500 人の間で推移し、
『台湾統計協会雑誌』の発行部数は 1000 部から 2000 部前後で推移した。これらの数
値が、台湾における統計専門家集団の、おおよその大きさを示すものと見てよい。これ
に対して、入会者は発会当初から 5 年間で 2600 名あまりであったから、単純計算でも






1000 名程度おり、さらに、比較的出入りの頻繁な流動的なメンバーが、やはり 500 名
から 1000 名程度いて、これを取り巻く構造を持っていたことが推定される。 
 
３  『台湾統計協会雑誌』 
3. 1  『台湾統計協会雑誌』の概袁 
  台湾統計協会の求心性を支えていたのは、 その機関誌 『台湾統計協会雑誌』 であった。 
  第 1 号に掲載された「発刉の辞」には、以下のような刉行目的が述べられている。 













め、彼が擥本に帰嗽してからほぼ 2 年後の 1920 年に、刉行を停止している。 『台湾統













3. 2  記事の概観 




記事には「論説」 「会報」 「雑報」 「描画図」 「付録」 「その他」の 6 種類のカテゴリが
                                                   
59 「●雑誌発刉数  本会雑誌第一号及第二号は各千亓百部発刉せしが今や会員数千亓百十四名に達し近来入
会の諸君は第二号以下の配布を求めらるるを以てこのたび第二号三百部の再版を為せり 
●交換雑誌  本会雑誌と交換を為す諸学会等は左の如し 
台湾教育会  台湾旧慣研究会  台湾天然足会 
台湾法令会  宮城県統計協会  台湾協会 
台湾楽友会  台湾医学会  東京統計協会 
東京統計学社」 
『台湾統計協会雑誌』第 3 号(1904 年 3 月)96-97 頁。 
60「●本会雑誌寄贈  の箇所は左の如し 
児犉糏督  台湾擥擥新報社  台湾写真及学術協会 
中部台湾擥報社  台南新報社  台南毎擥新聞社 
帝嗽東京大学東京経済統計研究会  帝嗽京追大学」 
『台湾統計協会雑誌』第 4 号(1904 年 5 月)96-97 頁。 
61本稿では、 記事のタイトルからわかる範囲での概袁について述べるにとどめ、 個々の記事の内容に立ち入
った紹介は、別稿に譲ることとする。   32 
含まれる62。論説は署名入りの記事で、これ以外は、一部に例外はあるものの、ほとん
どが無記名である。カテゴリ別に件数とおおよその内容について見ると、最も多いのは






  試みに、記事をその対象とする地域ならびにテーマによって分類してみた(表 7） 。地
域別に見ると、やはり最も多いのは台湾の 2886 件で、全件数の 6 割以上を占める。こ
れに次いで多いのは擥本本嗽に関するもので 568 件、以下ドイツ、中嗽、アメリカ、
イギリス、フィリピンの順に続く63。 




件、全体の 3 割弱になる。以下、統計媟務に関するもの 282 件、統計出版物の紹介 219





  つぎに執筆者に着目しよう。1903 年から 1920 年までの間に署名入り記事を執筆し
た人は全部で 260 名であるが、 その中で 10 件以上の記事を書いた人は 34 名いる64。そ





府の統計講習会を修䶆してから執筆陣に加わった者、 さらには高橋二郎(執筆件数 69 件
で第 2 位)、横山雅男、高野岩三郎、財部静治、河合利安など、擥本の本嗽にあって第
一線で活躍した学者や統計媟務家の名も見られる。 擥本から台湾に渡った統計家たちは、
                                                   















3.3  まとめ 

















66中嗽語版 Wikipedia によれば、黄犉階は 1850 年生まれ、1918 年没。台中の人で、1870 年に漢撹医学を
学び、1876 年に開業した。1882 年には一家で台北の大稲埕に移住し、同地で医業を続けたが、1897 年に
は糏督府から漢撹医の資格を正式に与えられた。彼は医業のほかにも、1900 年に「台北天然足会」を組織
するなど、台湾社会の近代化に尽力した。呉密察(2007)参照。 
67台湾糏督府が紳章を授与するために 1900 年に行った調査には、 陳直卿についてつぎのように記述されて
いる。これを見ると、彼は大稲埕に居住する医師で、地元社会の名望家であったようである。 
「      台北県大加蚋堡大稲埕李劝街十九番戸 
            陳  直  卿 
                三十二年 
一  学力    監生 
二  品級    無し 




四  資産    約十万円を有す 
亓  徳望    慈善家を以て徳望迷閭に洽し 













４  本稿のまとめと残された課題 
  本稿の最後に、これまでに見いだした事媟を踏まえ、1.3 で設定した覲題に対する斫
定的な答えと、残された覲題について述べておきたい。 
4.1  見いだされた事実   
まず、本稿で見いだしたことを、人間集団の相互関係という観点から大づかみに整理
するため、台湾社会における为袁な人間集団と、それぞれの統計への関わりを示す概念












は 20 名から 30 名程度の規模で、図の上撹に点線で示したように、擥本本嗽の統計専
門家集団とも密接な関係を持ったと思われる。その次に B として示された部分は、指
                                                   
68この三角形のひろがり撹は、 もちろん人間集団の媟際の規模の比犇を示すものではなく、 単に大小関係を
示すものである。媟際にはこの図の両脇の 2 辺は直線ではなくて、下に行けば行くほど急速に増加する旲
線をなすであろう。 同様に、 擥本人住民と現地住民の比犇や、 擥本人住民の中の官吏と民間人との関係も、
正確な量的比犇を図示するものではなく、相対的な大小関係のみを示すものとして作図した。 
69現媟には台湾の現地住民の中には、閩南人と客家人に大別される漢人系住民と、10 ほどの種族からなる
功住諸民族とが含まれるが、この図では簡単化のために現地住民として一括した。   35 
導者としての役割までは果たさないが、 『台湾統計協会雑誌』の嗺定読者層と見られる
部分である。その多くが糏督府もしくは嶁の統計講習会に参加したものであると、筆者




























4.2  今後の課題と含意 

































補論：統計協会雑誌 1-6 号に見る統計実務・統計理論に関する論文 
  3.2 にも述べた通り『台湾統計協会雑誌』では、为袁なテーマとして①人口および人




                                                   
70ここでいう「帝嗽」とは、レーニン的な「資本为義発達の最高段階としての帝嗽为義」の「帝嗽」の意味






















①水科七三郎(1903b)「数位切方に就ての批評」(第 1 号、64-68 頁) 




以下の 3 つからなる。 
  第 1、 「三位説」(3 桁ごとに位取りする)は欧米系言語の数の算え撹がそのようになっ
ていることに対忚し、 「四位説」(4 桁ごと)は中嗽語や擥本語の計数法に対忚する撹法で
ある。この点で、擥本では「四位説」の撹が適合的だといえる。 
  第 2、しかし、嗽際的に見て大勢は三位説であり、擥本のみが四位説を採るのは、か
えって不便である。すなわち、現に大勢が慣れ親しんだ撹法があるばあい、理屈のうえ
では合理的な撹法であっても、尐数者が異なる撹法を用いるのは不便を招く。例を挙げ
                                                   
71目次一覧は補遺として収録した。 
72ここに掲げた論文の番号は、本稿の筆者が便宜的に付与したものである。正確な書誌は文末「参考文献お
よび資料」を参照。   38 
るなら、温度の表記にあたり摂氏は水の氷点と沸点との間を 100 等分した合理的な撹
法であるが、現に世界の大勢は華氏を用いており、華氏によらないときは種々の不便を
生じる。また、 「統計」という語は statistics の訳語としては不正確であるが、擥本で
は現に大撹がこの語を用いている以上、この語を用いることが便宜であり、媟際にもそ
のようになっている。 















  第 1 は、現地の言語に通じる必袁である。外嗽の宗教家たちが「土語」を胪在に操っ
て宣教に努めているのに対比し、擥本人にはその努力が欠けている。これではセンサス
のように複雑な概念をともなう事業を執行することも覚束ない。せめて「 「せんさす」
に関する会話編や土語練習を編纂したり開会して貰ひたい(73 頁)」と、山崎は訴える。  
  山崎が詳しく述べているのはこの第 1 のみであり、 以下は第 2 旧慣、 第 3 歴史地理、







③松浦直三(1903)「計牌法応用の一実験に就て」(第 1 号、74-76 頁) 
  この論文は 「明治三十一年九月より本年八月に至る亓箇年間に於ける某局職員の各年
度各覲別従事延擥数(74 頁)」 の調査を命じられた筆者が、 職員 1 人につき 1 枚の 「計牌」
すなわち個票を設計して記入、集計することにより、合理的に作業を進めることができ  39 
たという、業務統計編成上のノウハウに関する報告である。 
  この作業の基礎になる資料としては、 局に保存されている履歴書などの資料によらざ
るを得なかったが、松浦は、以下のような個人別の「計牌」を設計し、そこに各職員の
任免の擥付を書き込むことで、 各年各月ごとの従事擥数を容易に算出できるようにした。
この個票は 876 枚作製された。 
（表 8） 
そのうえで、松浦は全体としての作業量について述べる。すなわち、作業に従事した人
員は 11 名で、この個票の作製、すなわち業務資料からの転記と計算の作業は午後 2 時
から 6 時までの 4 時間、覲ごとの集計および製表には 7 時から 10 時までの 3 時間を袁


































⑤杉亨二(1904)「 「すたちすちっく」の話」(第 3 号、1-11 頁) 
わが嗽における統計学の開祖である杉䶨二がおこなった講演を、台湾統計協会が、杉
の許可を得て、機関誌第 3 号の巻頭論文として掲載したものである73。 
  文章は前半と後半にわかれており、 前半には統計学 （杉はこの語を嫌い、 一貫して 「す
たちすちっく」と呼んでいる）の歴史および他の学問領域との関係、後半は統計学の基
本的な考え撹に関するものである。 
  杉は、統計学を「文明世界の新学術（17 頁） 」と紹介した後、(1)擥本で用いられてい




  後半では、統計学について、これを①「撹法」 、②「学問」 、③「事業」の 3 つの側面
に分け、为としてはじめの 2 側面について述べる。 
①撹法については、統計学の素材は「事媟を穿鑿したれば一一之を記し其種類に於て
或は分ち或は合して之を組立つるなり(7 頁)」 すなわち、 分類を加えた数値であるとし、
これが正確であることが、すべての基礎であると強調する。 
また②学問、 すなわち理論としての統計学については、 これを 「媟地の経験の学理(10










⑥呉文聰(1904)「統計材料蒐集の難易」(第 3 号、13-30 頁) 
                                                   



































                                                   
74「本邦鉱業の趨勢」として知られる鉱業統計は、今擥では業務統計と位置づけられているが、呉はこれを


































⑧永野俊吾(1904)「統計の応用に就て」(第 4 号、58－63 頁) 
  この論説は、統計数値の解釈のしかたをめぐって、祝辰巳と東京経済雑誌記者との間
                                                   




































どちらの論者も、胪己の議論を正当化する手段として統計を利用している。   44 
 
⑨江口形太郎（1904） 「推算と坪刈」 （第 5 号、53－64 頁） 
  この論文は、標本調査の標本設計にかかるものである。 
確犇論にもとづく無作為抽出の技法が確立していなかった当時の統計学では、 標本調


















①  対象となる圃場の面積を媟測する。 
②  これを基に、圃場にある糏株数を計算する77。 
③  抽出したい割合に従って、何株ごとに刈り取るかを決定する（糏数 8400 株の圃
場で 1％抽出したいなら、84 株ごとに 1 株を刈り取る） 。 







                                                   
76伝統的な坪刈の撹法に関しては、 『地撹凡例録』などを参照。 















⑩丹野英清（1904） 「稲作坪刈の実験に就て」 （第 6 号、53－57 号） 
  この論説は、深坑嶁長である著者が、明治 37 年第 1 期作の稲収穫高調査にあたり、
管内で坪刈調査に基づく推計を行った際の撹法に関する報告である。 


















                                                   






⑪村上常蔵（1904） 「和漢洋年号対照年数一覧」 （第 6 号、折込表で頁付けなし） 
  この記事は論文ではなく、 「干支」 「皇嗽年号」 「漢土年号」 「西斦」を対照し、1904
（明治 37）年現在のかぞえ年齢を示した一覧表である。村上が解説として述べた例を
挙げるなら、擥本の文化元年生まれのものは、中嗽の元号では嘉慶 9 年、西斦 1804 年
























                                                   
79ただし、太陽斦による西斦と、擥本や中嗽で用いられた太陰太陽斦（いわゆる旧斦）との食い違いについ
ては、村上の表では触れられていない。   47 
的怪物的似而非統計にして、何等の用にも立たぬものである(34 頁)」と酷評する80。 
  その上で、 彼は、 胪らの直接の見聞を事例にあげながら、 具体的にどのようなことが、
台湾における統計編成業務の現場で発生しているか述べていく。 連載第 1 回目には、以


































また、連載第 1 回を、彼は現物を知らない「長官や学者先生」に対するつぎのような文章で結んでいる。 
「此の如き類例は尚ほ沢山あり、又之と異る面白い媟際談もある。媟地調査の任に当られない統計の長官
や学者先生に向て、統計現下の情毁を御知らせする撹便ともなり、媟務に従事すること擥の浅き人々の参
考ともならんかと思ふから、ぽつぽつと御話しすることにして今回は此位でやめて置こう(37-38 頁)」   48 
 
⑬竹村諫(述） 、中川庸章(筆記)（1904） 「統計実務談（承前） 」 （第 3 号、57-66 頁） 
  竹村はこの功稿を胪分で書き下ろしているわけではなく、口述筆記なので、その論旨
はときとして、胪由連想によって飛躍する。この回はその例である。 












  こうした書籍の編纂にあたっては、 統計書が参考にされることが多いと彼は指摘する。
ことほどさように「其影雿するところが甚だ広き故、統計の基礎をなすところの材料蒐
集の任に当るもの及統計書の編成に従事するものは、 最も慎重に注意周到事に当たらね
ばならぬ（60 頁） 」と、統計家を戒めている。 
  竹村はここで統計編成業務に直接かかわる話題に戻り、   憶見で数値を計上してはな
らないということを、例を挙げて述べる。ここであげられているのは一例である。ふた





  つぎに、竹村は、単位に関する問題について、二つの例を挙げて指摘する。 
①度量衡の例：台北の例で、卸も小売りも共に砂糖の価格が 1 斤 10 銭と報告されてい
た。これは小売りは利益を上げられないことになる。媟は、卸商の 1 斤は 160 匁、小
売商の 1 斤は 120 匁なのである。 
②貨幣の例：擥本による支配により、通貨は円に統一されつつあるが、台湾人の間には
まだ「元」も通用しており、しかも 1 元の価値は地撹により異なっている。これを 1
元=1 円のようにして機械的に換算すると間違いを呼ぶ。 
  竹村の話はこの回の最後に尐々脱線して、統計家の統計への関わり撹について、胪己













病の危篤に陥るの難を免れた（66 頁） 」と述べる。 
  ある特定の事柄に没頭すると、そのことのみが強いリアリティを持ち始めることは、



















頁） 」 ことであると誤解し、 こうしたことを緻密にできさえすれば足りるとする見撹が、
世間的には根強い。はなはだしいばあい、老人で他には使い道がないが、仕事だけは緻




（一）統計  =表  =（線＋文字＋計算）      ×緻密 
（二）統計家=製表家=（製図字＋書家＋数字者）×老人 






























   51 
⑮竹村諫(述） 、中川庸章(筆記)（1904） 「統計実務談（承前） 」 （第 5 号、56-60 頁） 
  連載第 4 回目で、竹村は再び統計調査のあり撹への批判に立ち返る。彼はここでも、
いくつかの事例を挙げている。 
①「豆油百斤の相場」の例：豆油とは大豆や落花生の油と誤解しているものもあるが、


















一  書中掲ぐる事媟は何年のものなること 
二  所載事項の材料は何々に拠りしこと（此項を書かざるものもあり） 
三  全編分て何部何章とし、何表を包含し、又前年に比し何表を増減せしこと(同上) 
四  書中何年と記するは斦年、何年度と記するは会計年度、何年何月何擥と記するは其
擥の現在云々 
亓  表中の―は事媟なきもの、 ○は事媟あるも一位に満たざるもの、？は事媟未詳(事媟
詳かならざるものは未詳と記すとせるものもあり)云々 





  まず第 1 項については、 所載事項の 「時」 を示したもので、 読者にとって便利である。 
  第 2 項の資料出所は、データが正確であるか否かを検証するため必袁なので、凡例で  52 
触れるだけでなく、 個々の表毎に、 いかなる材料によったかを明示することが望まれる。  
  第 3 項は、目次を見ればわかることであるが、利用者の時間の節約にはなる。 
























                                                   
81第 4 項については、今擥、統計資料論の観点からは異論があるところであろう。 
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通常会員 特別会員 名誉会員 
2878  2631  222  25 
小計  1002  863  139 
総督官房  65  49  16 
臨時台湾戸口調査部(総督官房)  97  96  1 
財務局  95  89  6 
殖産局  21  12  9 
専売局  132  121  11 
総務局  33  23  10 
通信局  68  61  7 
土地調査局  30  18  12 
土木局  19  14  5 
糖務局  14  13  1 
鉄道部  92  90  2 
警察官及司獄官練習所  4  3  1 
警察本署  39  23  16 
税関  67  64  3 
検疫所  4  4 
築港局(基隆)  12  12 
地方医院  46  30  16 
郵便局・郵便電信局  83  75  8 
法院・検察  30  22  8 
監獄  25  22  3 
測候所  5  4  1 
総督府(その他部署)  17  14  3 
陸軍  4  4 
小計  1771  1719  52 
阿緱庁  153  149  4 
塩水港庁  98  94  4 
嘉義庁  70  68  2 
基隆庁  46  45  1 
宜蘭庁  165  164  1 
恒春庁  83  80  3 
彰化庁  73  72  1 
新竹庁  91  88  3 
深坑庁  35  33  2 
台中庁  113  112  1 
台東庁  83  83 
台南庁  42  39  3 
台北庁  166  163  3 
斗六庁  155  153  2 
桃園庁  64  61  3 
南投庁  31  30  1 
蕃薯＊（草冠に寮）庁  18  16  2 
苗栗庁  195  189  6 
鳳山庁  66  62  4 
澎湖庁  24  18  6 
小計  62  45  17 
汽車製造合資会社  13  11  2 
三井物産会社  1  1 
三十四銀行  2  2 
西門外街横山商会  1  1 
台南銀行  2  2 
台南新報社  1  1 
台北駅伝社  3  3 
帝国生命保険会社  1  1 
台北西門外街南洋病院  1  1 
台湾銀行  29  27  2 
台湾日日新報社  1  1 
台湾内の住所のみ記載  7  4  3 
小計  7  3  3  1 
内閣統計局  2  1  1 
農商務省統計課  1  1 
東京陸軍大学校  1  1 
宮城県庁内  1  1 
秋田県第一部地方課  1  1 
千葉県庁官房  1  1 
小計  6  1  5 
本国の住所のみ(東京市)  4  4 
本国の住所のみ(東京以外)  2  1  1 












































a.開催件数(単位:件)  b.講習会参加者数(単位:人) 
備　　考 
総督府  庁  街庄・区  その他  総督府  庁  街庄・区  その他 
1903  3  1  2  123  86  37 
1904  12  1  10  1  516  83  397  36 
1905  2  2  76  76  第１回臨時台湾戸口調査 
1906  1  1  86  86 
1907  0  0 
1908  4  1  2  1  208  90  86  32 
1909  22  1  1  20  70  70  n.a.  n.a 
1910  0  0 
1911  4  1  1  2  104  71  33  n.a 
1912  2  1  1  59  59  n.a 
1913  5  4  1  147  147  n.a 
1914  7  6  1  259  259  n.a 
1915  3  3  167  167  第２回臨時台湾戸口調査 
1916  1  1  n.a.  n.a. 
1917  3  1  2  86  n.a.  86 
1918  1  1  n.a.  n.a. 
1919  1  1  67  67 











年  開催件数  (　内　訳　)  (　内　訳　)  参加者数 
[出典]『台湾統計協会雑誌』各号の「雑報」により筆者作製。 
56表３-ａ　総督府講習会参加者の属性（第1回～第6回、所属別・身分別） 
雇  属  書記  警部補  巡査  警部  監吏  技手  その他 
484  140  134  60  40  32  29  16  9  24 
総督府小計  130  67  26  24  0  0  1  0  3  9 
台湾総督府  10  7  3 
官房秘書課  2  1  1 
官房文書課  9  7  2 
官房統計課  2  2 
財務局  5  1  3  1 
総務局  7  1  6 
土木局  6  4  1  1 
通信局  10  1  4  1  4 
殖産局  10  3  2  3  2 
専売局  5  1  4 
糖務局  7  5  1  1 
土地調査局  1  1 
民政部  1  1 
鉄道部  26  14  12 
臨時台湾戸口調査部  2  2 
臨時台湾工事部  1  1 
警察官及司獄官練習所  4  2  2 
警察本署  15  12  2  1 
国語学校  3  1  2 
医学校  1  1 
台湾総督府研究所  1  1 
電気作業所  2  1  1 
地方庁小計  256  55  91  0  40  32  28  0  6  4 
阿緱庁  15  4  5  3  1  2 
塩水港庁  12  7  4  1 
嘉義庁  14  3  5  1  4  1 
花蓮港庁  3  1  1  1 
基隆庁  12  1  4  4  1  2 
宜蘭庁  11  2  2  3  2  2 
恒春庁  7  2  3  1  1 
彰化庁  13  3  4  3  2  1 
深坑庁  12  1  7  3  1 
新竹庁  19  3  9  3  2  2 
台中庁  16  6  5  1  3  1 
台東庁  12  3  2  2  4  1 
台南庁  18  5  5  4  3  1 
台北庁  21  7  5  5  3  1 
桃園庁  11  2  5  1  2  1 
斗六庁  10  1  5  2  2 
南投庁  10  3  4  1  1  1 
蕃薯〓（草冠に寮）庁  9  4  1  1  2  1 
苗栗庁  11  3  4  4 
澎湖庁  10  2  3  2  2  1 
鳳山庁  10  3  2  2  3 
郵便局・郵便電信局小計  20  0  5  7  0  0  0  0  0  8 
塩水港郵便局  1  1 
嘉義郵便電信局  1  1 
基隆郵便局  1  1 
基隆郵便電信局  1  1 
宜蘭郵便局  1  1 
彰化郵便電信局  1  1 
新竹郵便電信局  2  1  1 
台中郵便局  1  1 
台南郵便局  1  1 
台南郵便電信局  2  1  1 
台北郵便局  1  1 
台北郵便電信局  3  1  2 
淡水郵便電信局  1  1 
苗栗郵便局  1  1 
苗栗郵便電信局  1  1 
澎湖郵便局  1  1 
監獄・法院小計  41  8  0  18  0  0  0  15  0  0 
台湾総督府監獄  3  3 
台湾総督府法院  3  3 
覆審法院検察局  6  2  4 
台中監獄  5  5 
台南監獄  4  4 
台南地方法院  4  1  3 
台南地方法院検察局  1  1 
台北監獄  4  1  3 
台北地方法院  7  3  4 
台北地方法院検察局  4  1  3 
医院小計  13  5  0  8  0  0  0  0  0  0 
台湾総督府医院  1  1 
嘉義医院  2  2 
基隆医院  1  1 
新竹医院  1  1 
台中医院  1  1 
台南医院  2  1  1 
台北医院  4  3  1 
澎湖医院  1  1 
税関・港湾小計  17  3  8  3  0  0  0  1  0  2 
税関  2  1  1 
安平税関  3  3 
淡水税関  4  4 
基隆海港検疫所  3  1  1  1 
基隆検疫所  1  1 
基隆築港局  4  2  1  1 
陸軍小計  7  2  4  0  0  0  0  0  0  1 
陸軍省  1  1 
陸軍幕僚  3  1  2 
陸軍軍医部  1  1 
陸軍経理部  1  1 























































1  2  3  4  5  6 
164  27  24  28  34  25  26 
148  19  19  19  27  27  37 
阿緱庁  15  2  4  1  3  2  3 
嘉義庁  16  3  1  5  3  4 
花蓮港庁  5  1  1  3 
宜蘭庁  7  1  2  1  3 
新竹庁  18  2  3  3  3  3  4 
台中庁  16  1  2  2  3  3  5 
台東庁  3  1  1  1 
台南庁  20  2  2  4  5  2  5 
台北庁  29  4  3  4  3  10  5 
桃園庁  6  2  1  1  2 
南投庁  7  2  2  2  1 
澎湖庁  6  1  1  1  1  2 











1912年7月の所属別  総数 
参加回次別内訳 





問　　題  科　　目 
近世統計の二大学派学説の異同を示せ  統計略史 
比較統計に就て知る所を記述せよ  統計の方法・技術・応用 
人口調査の種類及其各種類の要点を挙げよ  人口統計 
物価の指数とは何ぞや  経済統計 
倫理統計の範囲を示せ  倫理統計 
近世統計学発達の要点を記せ  統計略史 
行政統計の国家に対する主たる効用を挙げよ  行政統計 








生産年齢と不生産年齢の区別如何  人口統計 
経済統計学上鉄道に関する観察点を列挙せよ  経済統計 












戦争は経済的恐慌と何らの関係ありや  経済統計 
合法的大数観察の要件（方法）並に実際に於ける其 
適用と誤用との例示  統計の方法・技術・応用 
人口動態統計の目的並に其本態如何  人口統計 
知育の程度と犯罪との関係に就て知る所を記せよ  倫理統計 
人口静態の効用を論ず  人口統計 
人口静態統計上観察すべき要点を論述せよ  人口統計 
経済統計と経済学との関係  経済統計 
第八統計書を読む  経済統計 
島内通貨の現在高  経済統計 
台湾米価の趨勢  経済統計 
生産上より見たる纏足婦女の職業  経済統計 
統計学の名称と杉博士  統計学大意 
人口の種類及各種類の異なる要点に就て  人口統計 
人口の増減する原因に就て  人口統計 
年齢に就て  人口統計 
身体の教育に就て  人口統計 








関係人口とは何ぞや  人口統計 
出生と年代との関係  人口統計 
死亡と土地、気候及季節との関係  人口統計 
結婚と年齢  人口統計 
気候の犯罪に及ぼす影響如何  倫理統計 
私生児を比較するに方り注意すべき要点如何  倫理統計 






統計上より見たる台湾の農業  経済統計 
台湾の進歩を統計的に論究記述せよ  統計の方法・技術・応用  宿題 
統計学の本邦に伝来せし略歴  統計学大意 
統計と推計と政算術との異同及関係  統計学大意 
人口増減の原因を説述すべし  人口統計 
死亡と年齢との関係如何  人口統計 
犯罪に影響する事項  倫理統計 
自殺に影響する事項  倫理統計 
現住人口と常住人口との別  人口統計 
数字は何故に統計に必要なるか  統計の方法・技術・応用 
統計材料蒐集上に於ける説問の要件  統計の方法・技術・応用 
統計材料徴収様式の種類及其の例を示せ  統計の方法・技術・応用 
消費統計には如何なる技術上の困難ありや  経済統計 
職業統計上調査すべき要点如何  経済統計 
平均賃金とは何ぞや  経済統計 
国民の無教育者を測知する法如何  教育統計 
就学児童に依り教育の普及を測知せんとす其の法如 
何  教育統計 
本島農作物の変遷及其の将来如何  経済統計  宿題 
人口増減の原因を説述すべし  人口統計 




左の計数を比較し所感を記せ  倫理統計  付表は左に 
教育統計上調査すべき要項を列記せよ  教育統計  付表（ただし数値は漢数字をアラビア数字に変更した） 
教育の結果を測定する法如何  教育統計 
統計上に於ける絶対数、関係数とは如何なるものな 
るや之を例示せよ 
統計の方法・技術・応用  男  女  計 
地方分査と中央集査の区別を示せ  統計の方法・技術・応用  零歳より十六歳迄  0.3  0.2  0.2 
静態人口の種類を列挙せよ  人口統計  十六歳以上  32.6  5.7  18.4 
統計学と行政学との関係如何  統計学大意  23.5  6.8  15.2 
統計的法則を縦と横とに分説せよ  統計の方法・技術・応用  57.9  12.3  28.0 


















































































台北  95  19  31  3  42  28  2  7  0  19  67  17  24  3  23 
基隆  54  10  7  10  27  16  4  0  1  11  38  6  7  9  16 
宜蘭  50  7  5  0  38  17  4  3  0  10  33  3  2  0  28 
深坑  23  2  4  0  17  12  1  2  0  9  11  1  2  0  8 
桃園  75  16  19  0  40  27  3  5  0  19  48  13  14  0  21 
新竹  48  23  8  0  17  20  7  4  0  9  28  16  4  0  8 
苗栗  59  7  8  3  41  28  3  1  0  24  31  4  7  3  17 
台中  79  10  15  3  51  28  0  3  1  24  51  10  12  2  27 
彰化  107  2  4  0  101  36  0  0  0  36  71  2  4  0  65 
南投  39  3  1  3  32  13  1  0  0  12  26  2  1  3  20 
斗六  67  3  6  1  57  28  0  2  0  26  39  3  4  1  31 
嘉義  65  13  27  0  25  21  3  3  0  15  44  10  24  0  10 
塩水港  78  4  17  0  57  33  0  6  0  27  45  4  11  0  30 
台南  78  16  20  7  35  31  3  9  2  17  47  13  11  5  18 
蕃薯リョウ  32  1  8  6  17  13  0  2  0  11  19  1  6  6  6 
鳳山  69  0  12  1  56  31  0  4  0  27  38  0  8  1  29 
阿緱  86  5  18  0  63  32  1  4  0  27  54  4  14  0  36 
恒春  20  4  2  1  13  10  1  1  1  7  10  3  1  0  6 
台東  37  4  13  0  20  19  2  3  0  14  18  2  10  0  6 
澎湖  31  2  8  0  21  13  2  5  0  6  18  0  3  0  15 
総計  1192  151  233  38  770  456  37  64  5  350  736  114  169  33  420 















(a続き)  (a続き)  (c続き) 
章立て  ページ  章立て  ページ  章立て  ページ  章立て  ページ 
第一篇　統計の沿革  1  第五篇　経済統計  260  付録  459  第5章　調査の条件  18
　第１章　統計略史  1 　第51章　総論  260 　内外貨幣比較  459  第6章　数量の種類  25
　第２章　官府統計  16 　第52章　生産の要素  260 　内外度量衡比較  459  第7章　統計用の記号  26
　第３章　万国統計会議  18 　第53章　生産  272 　日本帝国統計略地図  頁なし  第8章　統計用の算法  28
　第４章　万国統計協会  27 　第54章　消費  277 　穿孔機写真版  頁なし  第9章　統計の表章法  42
　第５章　万国衛生及民勢学会議  29 　第55章　分配  279 　川口式電気集計機写真版(前面)  頁なし  第10章　比較対照  46
　第６章　日本統計の来歴  31 　第56章　賃金  280 　川口式電気集計機写真版(背面)  頁なし  第11章　大量観察と統計法則―原因  49 
第二篇　理論方法及技術  47 　第57章　関係的収入  281
　第７章　統計の定義  47 　第58章　交通  282  d.　森田優三『新統計概論』1974年
　第８章　統計の学派  48 　第59章　貿易  286  章立て  ページ  章立て  ページ
　第９章　統計の学説  50 　第60章　物価  289  第一篇　理論統計  4  序
　第10章　統計の範囲  52 　第61章　貯蓄  294 　第1章　理論統計の意義及本体  4 　１　総論  1
　第11章　統計学関係の諸学  60 　第62章　保険  296 　第2章　統計学派  6  第1部　記述統計  9
　第12章　大数観察  72 　第63章　同盟罷工  297 　第3章　社会学としての統計  7
　第13章　大数の法則  73  第六篇　政治統計  298 　第4章　人生に感応する影響  11
　第14章　観察の目的  77 　第64章　領地  298 　第5章　平均人  15 　３　関係の分析（回帰分析、相関分析、重回帰分析）  56
　第15章　観察の性質  78 　第65章　人民  300 　第6章　統計学と他の科学との関係  18
　第16章　観察の区域  79 　第66章　立法  301 　第7章　統計学と地理学との関係  18
　第17章　観察の順序  80 　第67章　司法  302 　第8章　統計学と政治学との関係  20  第2部　推測統計  167
　第18章　観察の方法  81 　第68章　財政  304 　第9章　統計学と経済学との関係  22
　第19章　観察の時  88 　第69章　軍事  309 　第10章　統計学と法学との関係  23
　第20章　観察の場所  89 　第70章　警察  314 　第11章　統計学と史学との関係  23 　６　標本理論（標本観察、標本誤差）  214
　第21章　観察の機関  91 　第71章　監獄  315 　第12章　統計学と哲学との関係  24
　第22章　気脈の疎通  92 　第72章　衛生  316 　第13章　統計学と博物学との関係  25
　第23章　観察の結果  94  第七篇　社会統計  319 　第14章　統計学と数学との関係  26
　第24章　結果の正否  96 　第73章　労働者  319 　第15章　余論  28
　第25章　材料の審査  97 　第74章　貧民  320  第二篇　方法統計  29
　第26章　材料の整理  98 　第75章　慈善其の他  323 　第1章　方法統計の意義及本体  29
　第27章　中央集査及地方分査  100  第八篇　道徳統計  325 　第2章　大数の観察  30  練習問題回答  361
　第28章　製表  103 　第76章　総論  325 　第3章　大数の法  32  数値表  371
　第29章　統計の算法  124 　第77章　犯罪  325 　第4章　統計方法の綱領  36  索引  395
　第30章　統計図  137 　第78章　私生児  329 　第5章　統計材料の取捨  39
　第31章　時及場所  155 　第79章　自殺  332 　第6章　観察の多量  46  e.　浅井晃『調査の技術』1987年
　第32章　綜合分析及比較  156 　第80章　慢性の自殺  336 　第7章　観察の手段  48  章立て  ページ
　第33章　原因の捜索  159 　第81章　離婚其の他  346 　第8章　観察の形式  49  まえがき
　第34章　現象の斉一及法則  162  第九篇　教化統計  355 　第9章　時と場所との区別  52  第Ⅰ部　調査の技術  3 
第三篇　統計の機関  164 　第82章　教育  355 　第10章　事実の比較  57 　第1章　調査の企画  3
　第35章　官府の機関  164 　第83章　宗教  358 　第11章　真数偽数  58 　第2章　調査の種類  25
　第36章　統計の職員  170  補遺  364 　第12章　統計の表算法  60 　第3章　調査票の設計  45
　第37章　統計委員会  173 　第1　川口式電気集計機  364 　第13章　記述的方法  61 　第4章　実査作業  77
　第38章　都会統計局  175 　第2　計算機  388 　第14章　表記的方法  62 　第5章　集計  93
　第39章　私設の統計機関  178 　第3　線図及地図の追加  390 　第15章　描画的方法  69 　第6章　解釈と報告  111
　第40章　統計文庫  179 　第4　統計略地図  394 　第16章　統計の算法  89  第Ⅱ部　標本設計の技術  139
　第41章　統計学校  180 　第5　開国五十年史上の杉先生  404 　第17章　比較統計  109 　第7章　標本設計の基本問題  139
　第42章　統計書の出版  183 　第6　国勢調査法と感謝状  405 　第18章　原因の探究  111 　第8章　単純無作為抽出法  163 
第四篇　人口統計  189 　第7　大隈首相の統計訓令  406 　第19章　規則及法則の発見  114 　第9章　各種の抽出方法  187
　第43章　総論  189 　第8　国勢調査の法規  411 　第20章　余論  117 　第10章　複合標本方式  223
　第44章　国勢調査  193 　第9　南満洲長春に於ける国勢調査講演  429 　第11章　非標本誤差をめぐる問題と諸種の方法  257
　第45章　人口の疎密  203 　第10　高等小学読本中の統計  443  参考文献  277
　第46章　人口の増加  205 　第11　各地施行の「センサス」箇目一覧  448  付録Ⅰ　労働力調査調査票  279
　第47章　人口の静態  210 　第12　二十年間各地に於ける著者講義一覧  450  章立て  ページ  付録Ⅱ　ビールに関する消費慣習調査調査票  283
　第48章　人口の動態  224 　第13　活字の種類  452  第1章　統計の字義と意義  1  付録Ⅲ　乱数表  285
　第49章　生命  258 　第14　秘密調査箱と計票箱  454  第2章　事実（現象）―単位観察  3  索引  287
　第50章　身体の性質  259 　第15　統計課座右銘  456  第3章　記録―抄計  6










































































会務  790  2  792 
人口センサス  523  138  2  1  10  3  11  1  1  1  7  12  3  713 
人口  255  89  23  16  19  11  3  7  7  3  6  24  30  35  528 
統計実務  230  21  1  1  1  3  2  3  20  282 
統計出版物  76  3  130  1  9  219 
講習会・講演会  197  6  3  206 
統計学  8  17  1  1  1  10  6  161  205 
教育  106  22  4  3  1  2  1  1  2  142 
衛生・医療  82  21  2  1  3  8  2  12  131 
統計家  50  73  1  1  2  127 
農業  67  19  2  2  3  1  1  8  3  4  110 
司法  59  12  1  1  1  23  97 
交通･通信  45  16  2  3  1  1  1  20  3  1  93 
貿易  41  20  7  1  2  2  3  3  4  1  84 
工業  53  1  2  2  1  8  1  6  74 
人類学･民俗学  43  2  2  1  1  2  4  1  11  67 
金融  35  15  1  1  4  3  1  60 
政治・行政（専売と税務含む）  43  7  2  52 
その他産業（塩業、林業、商業、その他）  32  13  2  1  1  1  1  51 
自然・気象  30  4  1  4  1  8  48 
財政  12  16  5  4  1  1  39 
植民政策  12  2  1  2  2  2  8  9  38 
軍事  5  6  5  2  11  6  35 
鉱業  12  4  1  1  9  2  29 
家計費  8  7  3  1  1  4  4  28 
物価  15  6  1  1  2  1  26 
統計団体  2  10  3  1  7  3  26 
土地・水利  15  4  1  1  2  23 
社会・文化  6  4  1  4  5  1  21 
統計史  5  8  1  3  17 
統計一般・諸統計  6  1  3  1  2  13 
経済  7  2  1  1  11 
地理・地誌  10  10 
国富・民力・国民所得  1  2  2  4  9 
度量衡・単位  2  1  1  4 
その他  3  1  4 





























































































6364号数  カテゴリ  タイトル  著者  対象地域  テーマ 
発刊ノ辞  台湾  会務 
発刊ヲ祝ス  大島久満次  台湾  会務 
台湾総督府統計講習会開会式ニ於ケル演説  後藤新平  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会開会式ニ於ケル式辞  祝辰巳  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会開会式ニ於ケル祝詞  加藤尚志  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会開会式ニ於ケル演説  持地六三郎  台湾  講習会・講演会 
台湾統計協会発会式ノ辞  祝辰巳  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  後藤新平  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  新渡戸稲造  台湾  会務 
台湾統計協会ノ発会式ヲ祝ス  木村匡  台湾  会務 
祝詞  大内丑之助  台湾  会務 
台北ノ温度及雨量統計  近藤久次郎  台湾  自然・気象 
統計人類学  伊能嘉矩  なし  人類学･民俗学 
台湾現住人ノ出生ニ就テ  新倉蔚  台湾  人口 
台湾ニ「せんさす」ヲ行フニハ旧慣ニ依ルヤ否  小川義郎  台湾  人口センサス 
台湾金融事情（三十五年分）  永野俊吾  台湾  金融 
台湾ニ於ケル統計ノ沿革一斑  竹村諫  台湾  統計史 
数位切方ニ就テノ批評  水科七三郎  なし  統計学 
本島風俗ノ観察  窪田貞ニ  台湾  人類学･民俗学 
台湾ニ於ケル統計家  山崎永太郎  台湾  統計家 
計牌法応用ノ一実験ニ就テ  松浦直三  なし  統計学 
祝電  台湾  会務 
民政長官ノ演説  台湾  会務 
米国ノ「せんさす」  アメリカ  人口センサス 
日本ノ「せんさす」問題  日本  人口センサス 
米国ノ人口  アメリカ  人口 
香港ニ於ケル諸統計  香港  統計一般・諸統計 
工場ニ於ケル死亡数  イギリス  人口 
台湾総督府統計講習会記事  台湾  講習会・講演会 
新刊批評[明治三十五年末街庄別調査台湾現住戸口統計・宜 
蘭庁勧業統計表（第一回）  台湾  統計出版物 
発会式ニ於ケル演説  台湾  会務 
本会成立ノ顛末  台湾  会務 
会告  台湾  会務 
寄附金及会費  台湾  会務 
会員名簿  台湾  会務 
新年ノ辞  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  柳生一義  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  鹿子木小五郎  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  木下新三郎（台湾日々新報主  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル演説  中村啓次郎（台湾民報社理事）  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル祝詞  大内丑之助  台湾  会務 
台湾統計協会発会式ニ於ケル祝辞  中島重三郎  台湾  会務 
祝辞  山中政太  台湾  会務 
台湾総督府統計講習会証書授与式ニ於ケル告辞  祝辰巳  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会証書授与式ニ於ケル訓示  大島久満次  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会証書授与式ニ於ケル祝詞  佐藤友熊  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府統計講習会証書授与式ニ於ケル答辞  窪田貞ニ  台湾  講習会・講演会 
本島人口ノ疎密行政区画ト吏員配置ノ比例及面積比例  小川義郎  台湾  人口 
社会物理学  水科七三郎  なし  統計学 
台湾ハ農ヲ以テ立タザルヘカラサル乎  貝原恒太  台湾  農業 
統計実務談  竹村諫（中川庸章筆記）  なし  統計実務 
統計学トハ何ソヤ  中村寿太郎  なし  統計学 
本島財務ノ進歩  水野俊吾  台湾  財政 
折畳机  プロイセン  統計実務 
農業統計ノ目録式  なし  農業 
地図表  なし  統計学 
国勢調査委員会  日本  人口センサス 
東京統計協会臨時総会ノ決議  日本  統計団体 
宜蘭ノ「まらりや」患者  台湾  衛生・医療 
深坑庁ノ小票  台湾  統計実務 
宜蘭統計講習会  台湾  講習会・講演会 
国勢調査ニ関スル宿題  日本  人口センサス 
台湾統計協会証書授与式  台湾  講習会・講演会 
講師及講習生懇親会  台湾  講習会・講演会 
会員ノ増加  台湾  会務 
書籍寄贈[台湾館・各国参照国勢調査法]  なし  統計出版物 
祝会長ノ帰台  台湾  会務 
本会役員ノ出張  台湾  会務 
幹事ノ辞任帰国  台湾  会務 
会告  台湾  会務 
寄附金及び会費  台湾  会務 
附録  統計講演筆記　統計大意  花房直三郎  なし  統計学 
「すたちすちっく」ノ話  杉亨ニ  なし  統計学 
統計材料蒐集ノ難易  呉文聡  なし  統計実務 
戦時財政ニ就テ  祝辰巳  台湾  財政 
土俗測定上ニ於ケル統計的知識ノ応用  伊能嘉矩  台湾  人類学･民俗学 
台湾鉄道  福井公  台湾  交通･通信 
本島風俗ノ観察ニ就テ  日下野直  台湾  人類学･民俗学 
台湾現住人ノ出生ニ就テ（承前）  新倉蔚  台湾  人口 
統計実務談（承前）  竹村諫（中川庸章筆記）  なし  統計実務 






































65世界七大海軍力一斑  村上常蔵  複数地域  軍事 
金銀両貨国ニ対スル本島貿易ノ趨勢  相良熊三  台湾  貿易 
台湾銀行券ニ対スル銀紙交換高・台湾銀行開業以来銀行券発 
行額・台湾産金額  上田省三  台湾  金融 
台東恒春宜蘭各庁統計事務取扱手続  台湾  統計実務 
宜蘭統計講習会概況  台湾  講習会・講演会 
台北庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
阿緱庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
講習会試験問題  台湾  講習会・講演会 
阿片吸食者死亡病類別  台湾  衛生・医療 
台湾ノ死産  台湾  人口 
五大姓ノ勢力範囲  台湾  人口 
門牌ト異動届  台湾  人口 
新竹ノ天気  台湾  自然・気象 
蚊ト温度  台湾  自然・気象 
台中ノ漢文字習得者  台湾  教育 
全国米実収高  日本  農業 
戦争ト犯罪  なし  司法 
支那ノ「せんさす」  中国  人口センサス 
婦人ノ産児力  なし  人口 
仏国人口増加率ノ減少  フランス  人口 
報告会  台湾  会務 




複数地域  統計出版物 
正誤  台湾  会務 
会員出張  台湾  会務 
幹事分担変更  台湾  会務 
委員ノ変更  台湾  会務 
幹事会  台湾  会務 
雑誌発刊数  台湾  会務 
交換雑誌  台湾  会務 
統計年鑑減価ニ関スル応答  台湾  会務 
寄附金  台湾  会務 
入会者  台湾  会務 
会費領収  台湾  会務 
附録  統計講演筆記　統計大意  花房直三郎  なし  統計学 
一千八百九十五年独逸帝国職業調査  花房直三郎  ドイツ  人口 
戦争ト統計  横山雅男  なし  軍事 
国勢調査ノ実用  森孝三  なし  人口センサス 
阿片統計概観  加藤尚志  台湾  衛生・医療 
統計史ノ一節ニ就テ  館森鴻  なし  統計史 
台湾鉄道（承前）  福井公  台湾  交通･通信 
統計ノ応用ニ就テ  永野俊吾  なし  統計学 
統計実務談（承前）  竹村諫（中川庸章筆記）  なし  統計実務 
家ト国ノ本  水科七三郎  なし  人口 
台湾ノ雨量  近藤久次郎  台湾  自然・気象 
阿緱庁廃疾及不具者（明治三十六年九月一日現在）  石橋正光  台湾  人口 
阿緱庁本島人学齢児童竝就学者及不就学者（明治三十六年十 
二月三十一日現在）  津山秀五郎  台湾  教育 
阿片烟膏吸食特許及同死亡廃烟者年齢別（明治三十六年）  古賀嘉一郎  台湾  衛生・医療 
最近十年間帝国歳出  菊池義郎  日本  財政 
台湾ニ於ケル国勢調査ノ実行  台湾  人口センサス 
統計ニ関スル民政長官ノ通達ト統計主任ノ通牃  台湾  統計実務 
総督府内統計主務協議会  台湾  統計実務 
基隆庁統計講習規程  台湾  講習会・講演会 
同上講習会  台湾  講習会・講演会 
台北庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
台湾総督府鉄道部統計規程  台湾  統計実務 
台北庁街庄長報告例  台湾  統計実務 
田畑ノ則別  台湾  土地・水利 
気温ノ観測  なし  自然・気象 
数位切方ニ就テ  なし  統計学 
数字ノ書法  なし  統計学 
北米合衆国農業統計図表  アメリカ  農業 
北米合衆国ノ住家ト所帯数  アメリカ  人口 
警監練習所ト殖民行政学校ノ統計学  台湾  講習会・講演会 
恒春地方ノ教育程度  台湾  教育 
甘蔗収穫ノ標準  台湾  農業 
原因探求ノ注意  なし  統計学 
台湾軍事衛生成績  台湾  軍事 
三十二歳口歯訣  なし  衛生・医療 
新刊紹介[第十八回日本帝国統計摘要・統計講習会第五回報 
告・台南庁第一回統計書明治三十五年]  複数地域  統計出版物 
正誤  台湾  会務 
会員帰府  台湾  会務 
幹事ノ異動  台湾  会務 
委員ノ異動  台湾  会務 
幹事会  台湾  会務 
本会会計仮規程  台湾  会務 
本会雑誌寄贈  台湾  会務 
寄附金  台湾  会務 


































66入会者  台湾  会務 
会費領収  台湾  会務 
附録  花房統計局長講演（人口統計概説）  なし  講習会・講演会 
一千八百九十五年独逸帝国職業調査（承前）  花房直三郎  ドイツ  人口 
阿片統計概観(承前）  加藤尚志  台湾  衛生・医療 
独逸植民地人口統計ニ関スル新規則  斎藤愛二  ドイツ  人口 
印度産業ノ発達  上田省三  インド  諸産業（塩業、林業、 
商業、その他） 
統計上ヨリ観タル台湾ノ暴風  近藤久次郎  台湾  自然・気象 
推算ト坪刈  江口形太郎  なし  統計学 
統計実務談（承前）  竹村諫（中川庸章筆記）  なし  統計実務 
台湾ノ不具者ニ就テ  水科七三郎  台湾  人口 
桃仔園庁管内一箇年間生産高（明治三十六年中）  竹内巻太郎  台湾  諸産業（塩業、林業、 
商業、その他） 
三十六年中台湾ト内地及外国間竝ニ本島内為替出合月別表  台湾銀行調査  台湾  金融 
明治三十六年末台湾現住人口  何松猪六  台湾  人口 
丈量完結地積（明治三十六年十二月三十一日）  福田真鷹  台湾  土地・水利 
国勢調査ニ関スル諮問  日本  人口センサス 
統計上ニ関スル注意  台湾  統計実務 
基隆庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
深坑庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
塩水港庁統計講習会規程  台湾  講習会・講演会 
桃仔園庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
練習生卒業  台湾  講習会・講演会 
土蕃教化ノ統計  台湾  教育 
台湾ト琉球  台湾  人口 
統計短信  台湾  講習会・講演会 
めるりあむ氏ノ日本国勢調査観  日本  人口センサス 
大砲ノ音響  なし  軍事 
複産  複数地域  人口 
新刊紹介[世界年鑑・明治三十六年米作表・第三次台湾金融事 
項参考書・台湾総督府第六統計書・明治三十五年台湾外国貿  複数地域  統計出版物 
正誤  台湾  会務 
会長帰府及兼任  台湾  会務 
会員彙報  台湾  会務 
幹事会  台湾  会務 
寄附金  台湾  会務 
委員ノ異動  台湾  会務 
入会者  台湾  会務 
会費領収  台湾  会務 
花房統計局長講演（人口統計概説）  なし  講習会・講演会 
高橋統計局審査官講演（人口統計ノ話）  なし  統計学 
一千八百九十五年独逸帝国職業調査（承前）  花房直三郎  ドイツ  人口 
阿片統計概観（承前）  加藤尚志  台湾  衛生・医療 
稲作坪刈ノ実験ニ就テ  丹野英清  台湾  農業 
気象統計談  水科七三郎  台湾  自然・気象 
台湾重要物産ヘ放資ノ状況  川北幸寿  台湾  諸産業（塩業、林業、 
商業、その他） 
最近五年間台湾人口ノ消長  永山嘉一  台湾  人口 
国勢調査上所帯ニ於ケル妾ノ地位竝ニ縁事上ノ身分  小川義郎  台湾  人口センサス 
桃仔園庁ニ於テ施行セラレタル試験的国勢調査ニ就テ  福田真鷹  台湾  人口センサス 
台湾全島稲作付及収穫（明治三十六年）  相澤常雄  台湾  農業 
桃仔園庁管内茶業調査（明治三十七年六月調）  竹内巻太郎  台湾  農業 
台湾屠畜（明治三十六年）  日高義夫  台湾  農業 
台湾銀行為替ノ収支(明治三十七年上半季）  川北幸寿  台湾  金融 
台湾ノ初等教育（明治三十六年末調）  二瓶士子治  台湾  教育 
和漢洋年号対照年数一覧  村上常蔵  台湾  統計実務 
国勢調査実地試験  台湾？  人口センサス 
総督府第二回統計講習会  台湾  講習会・講演会 
桃仔園庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
嘉義庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
新竹庁統計講習会  台湾  講習会・講演会 
斗六庁街庄長例会ニ於ケル統計事項  台湾  統計実務 
土語通ノ職員  台湾  統計実務 
常設国勢調査局  台湾？  人口センサス 
千九百年十二月三十一日澳地利國人口調査ノ結果  オーストリア  人口センサス 
清國ノ面積及人口  中国  人口 
統計熱心ノ本島人  台湾  統計団体 




複数地域  統計出版物 
正誤  台湾  会務 
幹事会  台湾  会務 
幹事ノ異動  台湾  会務 
委員ノ異動  台湾  会務 
元幹事ヘ謝状  台湾  会務 
会員彙報  台湾  会務 
入会  台湾  会務 
寄附金  台湾  会務 
会費領収  台湾  会務 
会報 
論説 
会報 
附録 
論説 
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[出典]高橋益代(2005)を筆者が加工 
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